（1） 講義タイトル

　　基礎編：大脳前頭連合野の働き

　　応用編：前頭連合野における認知情報と情動・動機づけ情報の統合

基礎編要旨：

　前頭連合野には、側頭連合野、頭項連合野などの後連合野からの入力があり、ほとんどあらゆる感覚刺激に関して高次な処理を受けた情報が集まっている。また、帯状回や海馬、扁桃核などの辺縁系、それに視床下部、中脳網様体などからも線維連絡を受けており、動機づけや覚醒状態に関する情報の入力もある。前頭連合野は高次な処理を受けた様々な情報を統合する部位である。前頭連合野の成熟が完成するには２０年以上も必要である。逆に前頭連合野は老化に伴って最も早く機能低下の起こる部位としても知られている。前頭連合野は、定型的反応様式では対応できないような状況において、状況を把握し、それに対して適切な判断を行い、行動を組織化することにより、人の高次機能に最も重要な役割を果たしている。

応用編要旨：　

　学習課題を行っているサルの前頭連合野には，正解に対する報酬に応じる「強化ニューロン」や，誤りを犯したときに活動する「エラーニューロン」が見出される。一方，前頭連合野ニューロンには，サルの反応前に，反応結果としての報酬の有無や種類に関する予測・期待に関係した活動を示すものも見られる。

こうした報酬関連活動は前頭連合野の外側部にも眼窩部にも見られる。眼窩部のニューロンは，サルの動機づけレベルを強く反映した活動を示す一方，認知・実行機能に関係した活動はあまり示さない。外側部は認知・実行機能に重要であるが、この部位のニューロンでは，ワーキングメモリー関連活動がより好ましい報酬の期待により増強を受けるように，認知情報と動機づけ情報の統合が見られる。前頭連合野の外側部は，眼窩部からの動機づけ情報と後連合野からの認知情報を，目標志向行動達成のために統合する働きをしているのではないかと考えられる。

（2） 参考論文：英文のもの３つはＰＤＦファイルで添付します。日本語のもの３つは郵便で送付します。どれを使用するのかの選択はおまかせします。日本語の参考書として以下の３つをリストします。

「思考と脳」渡邊正孝、２００５年、サイエンス社

「記憶･思考・脳」横山昭一・渡邊正孝　２００７年　新曜社

「前頭葉の謎を解く」船橋新太郎　２００５年、京都大学出版会
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